
（要領第５の２（１）関係）
（様式３）個別箇所評価シート 部 課
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特記事項

環境・景観への配
慮項目

他事業・プロジェクト
との関連

本路線は通勤者の利用も多く、またホームヘルパー等が本路線を利用して、サービスを行っていることなどから、自動
車交通の安全及び冬期通行の確保を望む要望が強い。地区懇談会開催時には、必ず提案される要望事項となって
いる。

事業説明等の経緯

地域からの要望経
緯

事業年度
（完了年度は見込み）

H23年度末事業進捗
率

ふりがな

箇所名 2級村道戸
と

口
こう

線 戸
と

口
こう

地域の合意形成

平成１８年に、地元住民に対し全体計画樹立について説明。
平成２２年８月から事業範囲等について説明。平成２３年９月には、概略設計図により説明。

特になし。

特になし。

その他動向不明過半数賛成概ね賛成全員賛成

これまで概略ルートの考え方等について、住民の意見を集約し検討してきた。今後も詳細ルートや道路設計について
も住民参加型の事業促進に努めたい。また、国道４１８号が落石等により通行止めになった場合に、その代替道路とし
ての機能を受け持っており、早期改良は地域全体の願いである。

計　画　概　要
（延長・幅員・面積・工種など）

評価項目・指標等観点

（　20　） 迂回路の有無

技術的要因
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事業費計（千円）
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要
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部意見
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事
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境

県債

一般財源

事業実施に至る歴
史的経緯・社会的
背景

重要性

コスト縮減の工夫

0

H22年度まで

250,000 0

0137,500

代替機能

評　　　　　　価

0.341以上

小規模構造物

0.184未満

長大橋、ﾄﾝﾈﾙ

国県道的な機能 国県道の補完的機能

大規模構造物あり

災害時の迂回機能

該当項目2つ該当項目3つ以上

２地域に該当

計画交通量

路線バス運行 ｽｸ-ﾙﾊﾞｽ等運行バス路線

小　　　　　計

5

3
Ａ

5

5

18

8

3

該当項目1

運行なし

3

1

5

3

（　10　）

市町村プロジェクト支援 支援する道路 支援に関与しない道路

２施設以上公共施設へのアクセス

小　　　　　計

小　　　　　計

毎年事故あり、又は事故で通行止めあり 交通事故発生あり過去５箇年以内の交通事故状況

特に要望がない

緊急性 過去５箇年以内の災害状況 毎年災害あり、又は災害で通行止めあり 災害等発生あり

他計画との整合 整合を図る必要あり 次期計画でもよい

あり

地域住民活動強い 市町村からの要望あり

小　　　　　計

小　　　　　計

建設 道路管理

0

5

年度～

災害等の発生なし

交通事故の発生なし

8

H24年度実施内容 道路詳細設計、用地測量１式

H24年度以降残実施内容 　　　同上

５年以上

112,500

％

Ａ

１地域に該当

該当項目1

500台/日未満

反対意見あり

関係者以外周知 関係者中心周知 周知していない

（　20　）

（　10　） 効果の早期発現度（H23以降残事業年
数）

２年以内

事業の合意形成（計画） 反対意見なし

熟度 事業情報の共有

計画 地域からの要望

本路線は、戸口集落と国道418号線とを結ぶ唯一の生活道路
であり、また、災害時等の国道418号線の代替道路として機能
している。道路現況は狭隘かつ急勾配であり、交通に大きな支
障をきたしている。県代行事業として早期整備を図りたい。

5

評　　価　　の　　合　　計

県代行59

３年～４年

0.184以上0.341未満

政策評価課
意　　　　見

重要性、緊急性が認められる。

一部反対意見あり

効率性

現道の状況(R＜15,i≧9%.W＜4m)

コスト縮減を図っている

代行事業分野
事業
番号

事業名

必要性 特別立法（過疎、山村、特豪地域） すべてに該当

1,500台/日以上 500台/日以上1,500台/日未満

（　40　） 経済効果（観光、流通、開発、雇用） 該当項目3つ以上 該当項目２つ

24

Ｂ

3

3

3

ランク 評点

5

1

代行-1

17

Ａ

75Ａ

3

２級村道戸口線は、戸口集落と国道４１８号とを結ぶ唯一の生活路線である。また、国道４１８号の代替道路としての機
能も受け持っている。当事業箇所は狭隘かつ急勾配であることから、特に冬期間は車の通行に支障をきたしているた
め、改良を早期に完成させ、地域住民の民生安定が望まれている。

6

8

なし

Ａ

特にコスト縮減は、図っていない

関連、支援事業なし

なし

１施設


